
 

令和６年１月１７日 

 

 

 

お 知 ら せ 
 

 

令和５年度 岡山県立大学学生表彰式の開催について 

 

 

岡山県立大学学生表彰規程に基づく、令和５年度学長賞の表彰式を下記のとおり開催しま

すのでお知らせします。 

  

 

記 

 

 

１ 日 時   令和６年１月３１日（水）１０：２０～１１：００ 
   
 
 

２ 場 所   岡山県立大学 講堂１階 会議室 
 
            （総社市窪木１１１） 
 
 
３ 被 表 彰 者   団体：３団体 個人：３名 
        
            （別添一覧のとおり） 
 
 
４ 次 第   ・表彰（授与者：沖学長） 

 
・学長挨拶 

            
・写真撮影 

 

岡山県立大学 
教学課学生支援班 門口 
 
電 話 （ 0 8 6 6 ） 9 4 - 9 1 6 4 



№ 受賞者 表彰内容 表彰区分 表彰区分

１

ひきこもりに関する
支援グループ
　　　   オオタ　ミオ
代表　大田　美音
                   外３名

　総社市ひきこもり支援センターとの協働により、ひきこ
もりに関する啓発活動を行った。総社高校において周知
活動とイメージ調査を実施するとともに、総社高校生と居
場所「ほっとタッチ」の壁面飾りつけ作業を実施した。ま
た、NHKとの交流事業で、引きこもり支援の先進地とされ
る大阪・豊中市で活動見学を実施し、メディアで放送され
た。現代福祉学科での学びを社会活動として還元した功
績は顕著である。

学則第47条
学生表彰規程
第2条第１項
(ウ)社会活動

学長賞

２
SAKURA　Project
　　 オガワラ　カオリ
代表　小河原　佳織
                  外１１名

　ＳＡＫＵＲＡ　Ｐｒｏｊｅcｔは、デザイン学部を中心とした学
生の有志団体で、2004年より倉敷駅前アーケードを主な
展示会場とする全国公募の写真展「倉敷フォトミュラル」
とその関連企画を実施してきた。20年目となる2023年秋
で幕を閉じるまで、コロナの影響の2020年を除き毎年実
施してきた。大学で学んだ専門性を活かし、地域の活性
化に長年貢献してきた功績は学長表彰に相応しい活動
である。

学則第47条
学生表彰規程
第2条第１項
(ウ)社会活動

学長賞

３
マリチカ
　　　  モリモト　メイ
代表　森本　芽衣
                   外３名

　デザイン学部学生の有志団体マリチカは、ウクライナ
避難者へのインタビューや文献調査を実施し、衣食住や
伝統工芸品の紹介、日本との比較等をまとめた小冊子
「ＣｕｌＣｕｌ」を作成した。また、ウクライナ避難者によるウク
ライナ文化展示会ではパネル作成に協力した。こうした
活動はメディアで報道され、本学の知名度を高めること
に繋がった。今後も小冊子を継続して発行する予定であ
り活動の発展が期待できるものである。

学則第47条
学生表彰規程
第2条第１項
(ウ)社会活動

学長賞

４

情報系工学研究科
博士前期課程
システム工学専攻
　　　 キシ　コウキ
１年　岸　孝樹

　自然環境下で野生動物の多様性を自動モニタリングす
るシステムの実現に向け、夜間撮影可能な赤外線カメラ
を利用し、その基盤となる環境変動に頑健な動物識別AI
を提案する論文を発表した。産業応用を意識したインテ
リジェントシステムと画像処理技術に関する国際会議
ICISIP2023（International Conference on Intelligent
Systems and Image Processing)において、当該論文は、
45件の採択論文の中から2件のBest Paper Award（最優
秀論文賞）に選定された。本学の名誉を高めた功績は顕
著である。

学則第47条
学生表彰規程
第2条第１項
(ア)学術研究

学長賞

５

情報系工学研究科
博士前期課程
システム工学専攻
　　　 オオモリ　タク
２年　大森　卓

　情報処理学会と電子情報通信学会情報・システムソサ
イエティ及びヒューマンコミュニケーショングループ合同
の会議「情報科学技術フォーラム（ＦＩＴ）」における研究発
表「仮想計算機モニタによるシステムコール検知箇所の
推定」によって「ＦＩＴヤングリサーチャー賞」を受賞した。
この賞は、新進の科学者や技術者に贈呈される賞であ
り、当該年度のＦＩＴ全論文件数の1.5%を上限として選定
されるものである。大学と企業を含む全国規模の学術大
会で表彰を受けたことは、本学の名誉を高めるものであ
り、表彰に相応しいものである。

学則第47条
学生表彰規程
第2条第１項
(ア)学術研究

学長賞

６
デザイン学部
建築学科
　　　 ハシモト　ナナミ
３年　橋本　七海

　３年次の課題設計「美術館」－境界を設計するーにお
いて、イサムノグチの７つの彫刻作品を選び、個々の彫
刻に対する独自の場所を連鎖させる空間を提案した。ま
た、彫刻の神髄に迫る見事な描写力によって、異次元の
空間体験を生み出しかつ周囲の環境に寄り添う見事な
世界観を創り上げている。この作品は、全国から約800
の応募があり、建築家への登竜門の一つであるコンクー
ル「建築新人戦2023」の100選に選ばれた。本学の名誉
を高めた功績は顕著である。

学則第47条
学生表彰規程
第2条第１項
(ア)学術研究

学長賞

令和５年度　岡山県立大学学生表彰について


